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概要
CiscoUCSでは、シスコから取得し、シスコによって認定されたファームウェアを使用して、Cisco
UCSドメインのエンドポイントをサポートします。各エンドポイントは Cisco UCSドメインのコ
ンポーネントであり、機能するためにはファームウェアが必要です。

このガイドでは、Cisco UCS Managerを使用して、ファームウェアを取得し、Cisco UCSドメイン
のエンドポイントをアップグレードする方法について説明します。また、これらのエンドポイン

トをアップグレードする際に従う必要があるベストプラクティスについても詳しく説明します。
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Cisco UCS Managerリリース 3.1(1)以降、シスコは Cisco UCS Managerの各リリースと併せて、次
の各プラットフォーム用のユニファイド Cisco UCS Managerソフトウェアおよびファームウェア
アップグレードをリリースしました。

• Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectと Cisco UCS Bシリーズ、および Cシリーズサー
バ

• Cisco UCS 6200シリーズ Fabric Interconnectと Cisco UCS Bシリーズ、および Cシリーズサー
バ
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• Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクト（Cisco UCS Bシリーズサーバおよび Cシ
リーズサーバと接続）（UCS Miniとも呼ばれます）

図 1：Cisco UCS 6300 シリーズファブリックインターコネクト（Cisco UCS B シリーズおよび C シリーズサーバと接続）

図 2：Cisco UCS 6200 シリーズ Fabric Interconnect と Cisco UCS B シリーズ、および C シリーズサーバ
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図 3：Cisco UCS B シリーズサーバおよび C シリーズサーバ向け Cisco UCS 6324 ファブリックインターコネクト

次の図に、Cisco UCS Managerリリース 3.2でサポートされる各種プラットフォームとファーム
ウェアバンドルを示します。

各リリースには、次のファームウェアバンドルがあります。
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•インフラストラクチャソフトウェアバンドル：このバンドルはAバンドルとも呼ばれます。
このバンドルには、ファブリックインターコネクト、IOモジュール、および Cisco UCS
Managerが機能するために必要なファームウェアイメージが含まれています。

Cisco UCS Manager3.2以降のリリースには、3つの個別のインフラストラクチャバンドルが
含まれています。

◦ Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクト：
ucs-k9-bundle-infra.3.2.x.xxx.A.bin

◦ Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクト：
ucs-6300-k9-bundle-infra.3.2.x.xxx.A.bin

◦ Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクト：ucs-mini-k9-bundle-infra.3.2.x.xxx.A.bin

• Bシリーズサーバソフトウェアバンドル：Bバンドルとも呼ばれます。このバンドルには、
Bシリーズブレードサーバが機能するために必要なファームウェアイメージ（アダプタ、
BIOS、CIMC、ボードコントローラファームウェアなど）が含まれています。『Release
Bundle Contents for Cisco UCS Manager, Release 3.2』には、Bシリーズサーバソフトウェアバ
ンドルの内容の詳細が掲載されています。

Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)から、ローカルディスクのように、Bシ
リーズと Cシリーズの両方のサーバソフトウェアバンドルに共通するエンド
ポイント用のファームウェアは、Bシリーズと Cシリーズの両方のサーバソ
フトウェアバンドルで入手できます。

（注）

• Cシリーズサーバソフトウェアバンドル：Cバンドルとも呼ばれます。このバンドルには、
Cシリーズラックマウントサーバが機能するために必要なファームウェアイメージ（アダ
プタ、BIOS、CIMC、ボードコントローラファームウェアなど）が含まれています。Cバン
ドルには、Cisco UCS S3260 ストレージサーバ用のファームウェアイメージも含まれていま
す。『Release Bundle Contents for Cisco UCS Manager, Release 3.2』には、Cシリーズサーバ
ソフトウェアバンドルの内容の詳細が掲載されています。

Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)から、ローカルディスクのように、Bシ
リーズと Cシリーズの両方のサーバソフトウェアバンドルに共通するエンド
ポイント用のファームウェアは、Bシリーズと Cシリーズの両方のサーバソ
フトウェアバンドルで入手できます。

（注）

•機能カタログソフトウェアバンドル：Tバンドルとも呼ばれます。このバンドルには、実装
固有の調整可能なパラメータ、ハードウェア仕様、および機能制限が指定されます。

Cisco UCS Managerは機能カタログを使用して、新しく承認された DIMMやディスクドライ
ブなどのサーバコンポーネントの表示と設定可能性を更新します。Cisco UCS Manager機能
カタログは単一のイメージですが、Cisco UCS Managerソフトウェアにも組み込まれていま
す。Cisco UCSManagerリリース 3.2以降のリリースは、任意の 3.2カタログファイルを使用
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できますが、3.1カタログバージョンは使用できません。サーバコンポーネントが特定の
BIOSバージョンに依存していない場合、それを使用したり、Cisco UCS Managerに認識させ
たりすることは、主にカタログバージョンの機能になります。機能カタログは、UCSインフ
ラストラクチャリリースにバンドルされるのに加えて、スタンドアロンイメージとしてリ

リースされる場合もあります。

Cisco UCSドメインのエンドポイントのアップグレード順序は、アップグレードパスによって異
なります。

Cisco UCSドメインのエンドポイントをアップグレードする適切な順序を確認するには、アップ
グレードパスに必要な手順の順序を参照してください。

シスコでは、このマニュアルおよびテクニカルノート『Unified Computing System Firmware
ManagementBest Practices』において、ファームウェアイメージおよびファームウェアアップデー
トを管理するための一連のベストプラクティスを保持しています。

このマニュアルでは、ファームウェアの管理について、次の定義を使用しています。

•更新：ファームウェアイメージをエンドポイントのバックアップパーティションにコピー
します。

•アクティブ化：バックアップパーティションのファームウェアをエンドポイントのアクティ
ブなファームウェアバージョンとして設定します。アクティベーションには、エンドポイン

トのリブートが必要な場合やリブートが発生する場合があります。

機能カタログのアップグレードの場合は、更新とアクティブ化が同時に行われます。このよう

なアップグレードについては、アップデートまたはアクティブ化のいずれかのみを実行する必

要があります。両方の手順を実行する必要はありません。

（注）

Cisco UCS Manager ユーザマニュアル
Cisco UCS Managerでは、次の表に示す、使用例を基本とした従来よりもコンパクトな新しいマ
ニュアルが用意されています。

説明ガイド

CiscoUCSアーキテクチャのほか、CiscoUCS
Managerの初期設定や構成のベストプラク
ティスなど、稼働前に必要な操作について説

明しています。

『Cisco UCS Manager Getting Started Guide』
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http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_configuration_example09186a0080aee43e.shtml
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_configuration_example09186a0080aee43e.shtml
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Getting-Started/3-2/b_UCSM_Getting_Started_Guide_3_2.html


説明ガイド

パスワード管理、ロールベースアクセスの

設定、リモート認証、通信サービス、CIMC
セッション管理、組織、バックアップと復

元、スケジューリングオプション、BIOS
トークン、および遅延展開について説明して

います。

『Cisco UCS Manager Administration Guide』

Cisco UCS Managerによって使用および管理
される物理および仮想インフラストラクチャ

コンポーネントについて説明しています。

『Cisco UCS Manager Infrastructure Management
Guide』

ファームウェアのダウンロードと管理、自動

インストールによるアップグレード、サー

ビスプロファイルによるアップグレード、

ファームウェアの自動同期によるエンドポイ

ントでの直接アップグレード、機能カタログ

の管理、展開シナリオ、およびトラブル

シューティングについて説明しています。

『Cisco UCSManager FirmwareManagement Guide』

新しいライセンス、Cisco UCS Centralへの
Cisco UCSドメインの登録、電力制限、サー
バのブート、サーバプロファイルおよびサー

バ関連ポリシーについて説明しています。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』

Cisco UCS Managerの SANや VSANなど、
ストレージ管理のあらゆる側面について説明

しています。

『Cisco UCS Manager Storage Management Guide』

Cisco UCS Managerの LANや VLAN接続な
ど、ネットワーク管理のあらゆる側面につい

て説明しています。

『Cisco UCS Manager Network Management Guide』

Cisco UCS Managerにおける、システム統計
を含むシステムおよびヘルスモニタリング

のあらゆる側面について説明しています。

『Cisco UCS Manager System Monitoring Guide』

Cisco UCS Managerを使用して管理している
UCS Sシリーズサーバの管理のあらゆる側
面について説明しています。

Cisco UCS S3260サーバと Cisco UCSManagerとの
統合
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Admin-Management/3-2/b_Cisco_UCS_Admin_Mgmt_Guide_3_2.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Infrastructure-Mgmt/3-2/b_UCSM_GUI_Infrastructure_Management_Guide_3_2.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Infrastructure-Mgmt/3-2/b_UCSM_GUI_Infrastructure_Management_Guide_3_2.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Firmware-Mgmt/3-2/b_UCSM_GUI_Firmware_Management_Guide_3_2.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Server-Mgmt/3-2/b_Cisco_UCS_Manager_Server_Mgmt_Guide_3_2.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Storage-Mgmt/3-2/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_2.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-2/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_2.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/System-Monitoring/3-2/b_UCSM_GUI_System_Monitoring_Guide_3_2.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Dense-Storage-Server-Integ-Mgmt/3-2/b_UCSM_3260_Integration_Guide_3_2.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Dense-Storage-Server-Integ-Mgmt/3-2/b_UCSM_3260_Integration_Guide_3_2.html


ファームウェアアップグレードをサポートするコンポー

ネント
Cisco UCS Managerでサポートされているさまざまなプラットフォームは、ファームウェアアッ
プグレードをサポートするさまざまなコンポーネントを搭載しています。

•ファブリックインターコネクト：

◦ Cisco UCS 6332

◦ Cisco UCS 6332-16 UP

◦ Cisco UCS 6248 UP

◦ Cisco UCS 6296 UP

◦ Cisco UCS 6324

•シャーシコンポーネント：

◦ブレードサーバシャーシ：

◦ I/Oモジュール

I/Oモジュールは、プライマリ Cisco UCSMiniシャーシではサポートされませ
ん。ただし、セカンダリ Cisco UCS Miniシャーシでサポートされます。

（注）

◦電源装置

◦ Cisco UCS S3260 シャーシ：

◦シャーシ管理コントローラ（CMC）

◦シャーシアダプタ

◦ SASエクスパンダ

◦ボードコントローラ

•サーバコンポーネント：

◦ブレードおよびラックサーバ：

◦アダプタ

◦ Cisco Integrated Management Controller（CIMC）

◦ BIOS

◦ストレージコントローラ
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ストレージコントローラは、Cisco UCS Miniではサポートされるサーバコン
ポーネントではありません。

（注）

◦ボードコントローラ

◦ Cisco UCS S3260 ストレージサーバノード

• Cisco Integrated Management Controller（CIMC）

• BIOS

•ボードコントローラ

•ストレージコントローラ

ファームウェアバージョンの用語
使用されるファームウェアバージョンの用語は、次のようなエンドポイントのタイプによって異

なります。

CIMC、I/O モジュール、BIOS、CIMC、およびアダプタのファームウェアバージョン

各 CIMC、I/Oモジュール、BIOS、CIMC、およびシスコのアダプタには、フラッシュにファーム
ウェア用の 2つのスロットがあります。各スロットに 1つのバージョンのファームウェアを装着
します。1つのスロットはアクティブで、他方のスロットはバックアップスロットです。コンポー
ネントは、アクティブとして指定されているスロットからブートします。

Cisco UCS Managerでは次のファームウェアバージョンの用語が使われます。

Running Version

実行されているバージョンは、アクティブで、エンドポイントで使用されているファーム

ウェアです。

Startup Version

スタートアップバージョンは、エンドポイントの次回のブート時に使用されるファームウェ

アです。Cisco UCSManagerはアクティベーション操作によって、スタートアップバージョ
ンを変更します。
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バックアップバージョン

バックアップバージョンは、他方のスロットのファームウェアで、エンドポイントによっ

て使用されていません。このバージョンは、エンドポイントをアップデートしたが、まだア

クティブにしていないファームウェアか、または最近アクティブ化されたバージョンによっ

て交換された古いファームウェアバージョンなどです。Cisco UCSManagerはアップデート
操作によって、バックアップスロットのイメージを置き換えます。

スタートアップバージョンからエンドポイントをブートできない場合、バックアップバージョン

からブートします。

ファブリックインターコネクトおよび Cisco UCS Managerのファームウェアバージョン

アクティブにできるのは、ファブリックインターコネクトのファームウェアとファブリックイン

ターコネクト上の Cisco UCS Managerだけです。すべてのイメージがファブリックインターコネ
クトに保存されるため、ファブリックインターコネクトおよび Cisco UCS Managerファームウェ
アにはバックアップバージョンがありません。その結果、ブート可能ファブリックインターコネ

クトイメージは、サーバ CIMCとアダプタのように、2つに制限されません。代わりに、ブート
可能ファブリックインターコネクトイメージは、ファブリックインターコネクトのメモリの空

き領域と、そこに保存されるイメージの数によって制限されます。

ファブリックインターコネクトおよび Cisco UCS Managerファームウェアには、カーネルファー
ムウェアとシステムファームウェアの実行されているバージョンとスタートアップバージョンが

あります。カーネルファームウェアとシステムファームウェアは、同じバージョンのファーム

ウェアを実行している必要があります。

バージョンをまたがるファームウェアのサポート
Cisco UCS Managerの Aバンドルソフトウェア（Cisco UCS Manager、Cisco NX-OS、IOM、FEX
ファームウェア）は、サーバ上で以前のリリースのBバンドルまたはCバンドル（ホストファー
ムウェア（FW）、BIOS、Cisco IMC、アダプタ FWおよびドライバ）と同時に使用できます。

次の表に、Cisco UCS 6200および 6300ファブリックインターコネクトでサポートされる A、B、
および Cバンドルの混在バージョンを示します。

表 1：Cisco UCS 6200 および 6300 ファブリックインターコネクトでサポートされる混在 Cisco UCS リリース

インフラストラクチャのバージョン（A バンドル）

3.2(1)3.1(3)3.1(2)3.1(1)2.2(8)ホスト FWの
バージョン（Bま
たは Cバンド
ル）

620062006200620062002.2(8)
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インフラストラクチャのバージョン（A バンドル）

6200、6332、
6332-16UP

6200、6332、
6332-16UP

6200、6332、
6332-16UP

6200、6332、
6332-16UP

-3.1(1)

6200、6332、
6332-16UP

6200、6332、
6332-16UP

6200、6332、
6332-16UP

6200、6332、
6332-16UP

-3.1(2)

6200、6332、
6332-16UP

6200、6332、
6332-16UP

6200、6332、
6332-16UP

6200、6332、
6332-16UP

-3.1(3)

6200、6332、
6332-16UP

————3.2(1)

次の表に、Cisco UCS Miniファブリックインターコネクトでサポートされる A、B、および Cの
混在バンドルバージョンを示します。

表 2：Cisco UCS Mini ファブリックインターコネクトでサポートされる混在 Cisco UCS リリース

インフラストラクチャのバージョン（A バンドル）

3.2(1)3.1(3)3.1(2)3.1(1)ホスト FWのバー
ジョン（Bまたは C
バンドル）

63246324632463243.1(1)

63246324632463243.1(2)

63246324632463243.1(3)

6324———3.2(1)

次の表に、3.2バンドルを備えたすべてのプラットフォームでサポートされる、BおよびCバンド
ルの混在バージョンを示します。

表 3：3.2(1)A バンドルを備えたすべてのプラットフォームでサポートされる、B、C バンドルの混在バージョ
ン

インフラストラクチャのバージョン（A バンドル）

3.2(1)Host FW Versions
(B, C Bundles)

632463006200

ucs-mini-k9-bundle-infra.3.2.x.xxx.A.binucs-6300-k9-bundle-infra.3.2.x.xxx.A.binucs-k9-bundle-infra.3.2.x.xxx.A.bin
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インフラストラクチャのバージョン（A バンドル）

——Yes2.2(8)

（B、Cバンドル）

YesYesYes3.1(1)

（B、Cバンドル）

YesYesYes3.1(2)

（B、Cバンドル）

YesYesYes3.1(3)

（B、Cバンドル）

YesYesYes3.2(1)

（B、Cバンドル）

バージョンをまたがるファームウェアを設定する場合は、サーバのエンドポイントのファーム

ウェアのバージョンが Cisco UCSドメインの設定に対応するようにする必要があります。
重要

サーバパック
サーバパックを使用すると、完全なサーバアップグレードを必要とせずに、既存のインフラスト

ラクチャで新しいサーバプラットフォーム1を動的にサポートすることができます。このサポート

は、CiscoUCSManagerカタログイメージによって提供されます。このモデルにより、新しいサー
バを有効化する新しい Bシリーズ、または Cシリーズサーババンドルが既存のインフラストラ
クチャ Aバンドルでサポートされます。

たとえば、リリース 3.1(1)より後のリリースの Bまたは Cサーババンドルは、リリース 3.1(1)の
インフラストラクチャ Aバンドルでサポートされます。ただし、リリース 3.1(1)以降のリリース
の Bまたは Cサーババンドルは、リリース 3.1(1)よりも前のすべてのリリースのインフラストラ
クチャ Aバンドルでサポートされていません。

特定のリリースの『ReleaseNotes for CiscoUCSManager』には、そのリリースでのバージョンにま
たがるファームウェアサポートの完全なマトリックスが記載されています。BまたはCサーババ
ンドルに追加された新機能は、インフラストラクチャ Aバンドルを該当するバージョンにアップ
グレードした後にのみ使用できるようになります。

現在以下のサーバがサーバパックをサポートしています。

1
この機能は特定のサーバプラットフォームに適用されます。
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• Bシリーズサーバ：UCS B200 M4、B260 M4、B420 M4、B460 M4、B200 M5

• Cシリーズサーバ：UCS C220 M4、C240 M4、C460 M4、C220 M5、C240 M5

既存のインフラストラクチャバンドルで周辺機器がサポートされていない場合、サーバパック機

能によってサポートされません。この周辺機器をサポートするためには、インフラストラクチャ

バンドルをアップグレードする必要があります。たとえば、既存のインフラストラクチャバンド

ルでサポートされていない新しいアダプタを使用してサーバがインストールされている場合、こ

れらのアダプタのサポートには、インフラストラクチャバンドルへのアップグレードが必要で

す。これらのアダプタは、サーバパック機能を通じてサポートすることはできません。

新しいカタログイメージはハードウェアおよびソフトウェアコンポーネントを中断せずに使用で

きるため、サーバパックを使用すれば、ドメイン全体でのファームウェアアップグレードの運用

オーバーヘッドを負担せずに、新しいサーバプラットフォームをアクティブなUCSドメインによ
り柔軟に追加できるようになります。

軽量アップグレード
Cisco UCS Managerリリーズ 3.1(3)までは、特定のコンポーネントのみが変更された場合でも、
ファームウェアをパッチリリースにアップグレードするには、ファームウェアバンドル全体をダ

ウンロードしてアクティブ化する必要がありました。一部のコンポーネントに修正が加えられて

いなくても、すべてのコンポーネントのファームウェアバージョンが変更されていました。これ

により、そのコンポーネントファームウェアの不要な更新がトリガーされていました。

システムへのセキュリティ更新もパッチによって提供され、ファブリックインターコネクトとダ

ウンタイムの再起動につながっていました。

CiscoUCSManagerリリース3.1(3)では、軽量アップグレードが導入され、次のような方法でファー
ムウェアアップグレードが向上しています。

•コンポーネントのファームウェアバージョンは、変更された場合にのみ更新されます。

•セキュリティ更新はサービスパックを通じて提供されます。リリース 3.1(3)では、軽量アッ
プグレードはセキュリティ更新のみをサポートしています。

•サービスパック内では、更新は特定のコンポーネントにのみ適用される場合があります。こ
れらのコンポーネントは、ファブリックインターコネクトの再起動なしで時々アップグレー

ドされることがあります。

•インフラストラクチャおよびサーバコンポーネントの更新は、共通のサービスパックバン
ドルを通じて提供されます。サーバコンポーネントについては、変更したファームウェア

イメージのみがサービスパックバンドルの一部となります。これにより、従来の Bシリー
ズおよび Cシリーズのバンドルと比較して、サービスパックのバンドルが小さくなりまし
た。
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サービスパック

サービスパックは、Cisco UCS Managerインフラストラクチャとサーバコンポーネントにセキュ
リティ更新を適用するパッチです。サービスパックは、基本リリースに固有のものです。基本リ

リースにサービスパックを適用することはできますが、個別にサービスパックをインストールす

ることはできません。

サービスパックは、インフラストラクチャコンポーネントとサーバコンポーネント用の単一バ

ンドルとして提供されます。インフラストラクチャおよびサーバの自動インストールを使用して

サービスパックを適用することで、関連するインフラストラクチャコンポーネントおよびサーバ

コンポーネントをすべて更新できます。CiscoUCSManagerリリース 3.1(3)では、サービスパック
のバンドルによって、インフラストラクチャコンポーネントに対してのみ中断不要な更新が提供

されます。インフラストラクチャコンポーネントの中でも、ファブリックインターコネクトの

サービスパックへの更新の場合、OpenSSLの修正などの特定のシナリオにおいては、ファブリッ
クインターコネクトの再起動が必要になる可能性があります。サーバコンポーネントの更新が中

断され、アプリケーションのダウンタイムが伴います。

サービスパックはメンテナンスリリース用に累積されます。最新のサービスパックには、特定

のメンテナンスリリースの際にリリースされた以前のサービスパックからのすべての修正が含ま

れています。

以前に適用されたサービスパックは、Cisco UCS Manager GUIと Cisco UCS Manager CLIを介して
削除または更新できます。その結果、コンポーネントのファームウェアバージョンは、基本のリ

リースバンドルに由来します。

サービスパックは、Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)より前のメンテナンスリリースには適用
されません。

サービスパックのバージョン

サービスパックのバージョンには、次のガイドラインが適用されます。

•サービスパックは基本のバンドルにのみ適用できます。たとえば、サービスパック3.1(3)SP2
は 3.1(3)リリースにのみ適用できます。3.1(4)リリースとは互換性がないため、適用できま
せん。

•個別のメインテナンスリリースのサービスパックのバージョンの番号付けに関連はありま
せん。たとえば、サービスパック 3.1(3)SP2と 3.1(4)SP2は別個のもので関連はありません。

•個別のサービスパックを使用して、メンテナンスリリースごとに同じ修正を適用できます。
たとえば、3.1(3)SP2および 3.1(4)SP3で同じ修正を適用できます。

•サービスパックではこれまでの修正内容が累積されています。同じメンテナンスリリース
であれば、どのパッチバージョンでも最新のサービスパックを適用できます。たとえば、

3.1(3)SP3には、3.1(3)SP2および 3.1(3)SP1に行われたすべての修正が含まれます。任意の
3.1(3)リリースに 3.1(3)SP3を適用できます。
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•メンテナンスリリースのサービスパックを、デフォルトのサービスパックのバージョンよ
り下のバージョンにダウングレードすることはできません。

•サービスパックのアップグレードまたはダウングレードが失敗すると、そのメンテナンス
リリースのデフォルトのサービスパックのバージョンが実行中のサービスパックのバージョ

ンになります。次に例を示します。

基本バンドルのバージョン：3.1(3b)

デフォルトのサービスパックのバージョン：3.1(3)SP2（デフォルト）

実行中のサービスパックのバージョン：3.1(3)SP3

3.1(3)SP3から 3.1(3)SP4へのアップグレード中に、アップグレードが失敗すると、表示され
る実行中のサービスパックのバージョンは 3.1(3)SP2（デフォルト）となります。

次の表に、サービスパックが適用されるさまざまな状況で表示されるリリースバージョンと実行

バージョンを示します。

表示される実行バージョンリリースバージョン

基本バンドルのバージョン：3.1(3a)

サービスパックのバージョン：3.1(3)SP0（デ
フォルト）

3.1(3a)

基本バンドルのバージョン：3.1(3a)

サービスパックのバージョン：3.1(3)SP1

3.1(3)SP1

基本バンドルのバージョン：3.1(3a)

サービスパックのバージョン：3.1(3)SP2

3.1(3)SP2

基本バンドルのバージョン：3.1(3b)

サービスパックのバージョン：3.1(3)SP2（デ
フォルト）

3.1(3b)

基本バンドルのバージョン：3.1(3b)

サービスパックのバージョン：3.1(3)SP3

3.1(3)SP3

サービスパックのロールバック

基本リリースに適用されたサービスパックをロールバックできます。次の項では、さまざまな

ロールバックシナリオ中にバンドルのバージョンおよびサービスパックのバージョンに加えられ

る変更について説明します。
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サービスパックの削除

サービスパックのバージョンバンドルのバージョン

サービスパックは、バンドルに付属するデフォ

ルトのバージョンです。

バンドルのバージョンは変更されません。

以前のメンテナンスリリースへのインフラストラクチャバンドルのダウングレード

サービスパックのバージョンバンドルのバージョン

サービスパックは、以前のメンテナンスリリー

スでは有効ではないため、削除されます。

インフラストラクチャバンドルは、以前のメン

テナンスリリースのバージョンに変更されま

す。

同じメンテナンスリリース内にあるが以前のサービスパックのバージョンであるインフラストラ

クチャバンドルのダウングレード

サービスパックのバージョンバンドルのバージョン

自動インストール中に対応するサービスパック

のバージョンが指定されていない場合、インフ

ラストラクチャのアップグレードまたはダウン

グレード中にサービスパックが削除されます。

インフラストラクチャバンドルは、メンテナン

スリリースパッチのバージョンに変更されま

す。

サービスパックに関するガイドラインと制約事項

• FIの再起動が必要なサービスパックから FIの再起動が必要な別のサービスパックにアップ
グレードすると、FIは 2回再起動されます。

•サーバ自動同期ポリシーは、サービスパックではサポートされていません。

•下位の FIがリリース 3.1(3)より前のリリースで実行されている場合、サービスパックの自
動同期はサポートされません。

FI クラスタ用のファームウェア自動同期
クラスタを構成するために、セカンダリファブリックインターコネクトを交換、またはスタンバ

イからHAへの変換として追加するには、インフラストラクチャバンドルのファームウェアのバー
ジョンが一致する必要があります。管理者は現在、交換FIを適切なバージョンに手動でアップグ
レードまたはダウングレードしてからクラスタに接続しています。ファームウェア自動同期を使
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用すると、交換 FIがスタンバイとしてHAに追加されるときに、そのインフラストラクチャバン
ドルを存続FIと同じバージョンに自動的にアップグレードまたはダウングレードできます。ソフ
トウェアパッケージは、FIに存在する UCSソフトウェアまたはファームウェアです。

ソフトウェアおよびハードウェアの要件

存続FI上のソフトウェアパッケージは、CiscoUCSリリース1.4以降である必要があります。ファ
ブリックインターコネクトのモデル番号も同様です。たとえば、ファームウェア自動同期は、HA
用に設定されている 62XXおよび 63XX FIモデルの組み合わせの場合はトリガーされません。

実装

以前の実装では、ソフトウェアパッケージのバージョンに不一致が存在する場合、交換FIを強制
的にスタンドアロンモードとして設定します。交換FIは、通常のアップグレードまたはダウング
レードプロセスで、存続FI上のソフトウェアパッケージと同じバージョンに手動でアップグレー
ドまたはダウングレードされます。次に、交換 FIがクラスタに追加されます。これは、交換 FI
のアップグレードまたはダウングレードは手動プロセスであるからです。

現在のオプションに加えて、交換 FIのソフトウェアパッケージを存続 FIと同期するためのオプ
ションが追加されました。ユーザがファームウェアを自動同期する場合、存続FIのソフトウェア
パッケージが交換 FIにコピーされます。次に、交換 FIのソフトウェアパッケージがアクティブ
になり、交換FIがクラスタに追加されます。CiscoUCSMデータベースと設定の同期は、HAクラ
スタが正常に構成されると通常のメカニズムによって発生します。

ファームウェア自動同期の利点

UCSクラスタ内の 1つのファブリックインターコネクトで障害が発生した場合、自動同期の機能
により、交換 FIのソフトウェアパッケージのリビジョンが存続 FIと同じになります。このプロ
セスでは、エンドユーザは最小限の対話で、明確かつ簡潔なフィードバックを得ることができま

す。

ファームウェアアップグレードのオプション
Cisco UCSファームウェアは、次の複数の方式によってアップグレードできます。

1つ以上のCisco UCSドメインを以降のリリースにアップグレードするために必要な手順につ
いては、該当する Cisco UCSアップグレードガイドを参照してください。アップグレードガ
イドが提供されていない場合は、CiscoTechnicalAssistanceCenterにお問い合わせください。そ
のリリースからの直接アップグレードはサポートされていない場合があります。

（注）

Cisco UCS Managerによる Cisco UCS ドメインのアップグレード

そのドメインのCiscoUCSManagerを使用してCiscoUCSドメインをアップグレードする場合は、
次のいずれかのアップグレードオプションを選択できます。
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•自動インストールによるインフラストラクチャとサーバのアップグレード：このオプション
では、自動インストールを使用してアップグレードの最初の段階ですべてのインフラストラ

クチャコンポーネントをアップグレードできます。次の段階で、ホストファームウェアパッ

ケージを使用してすべてのサーバエンドポイントをアップグレードできます。

•サービスプロファイルのファームウェアパッケージを使用してサーバをアップグレード：
このオプションを使用すると 1回のステップですべてのサーバのエンドポイントをアップグ
レードできるため、サーバのリブートによる中断時間を短くすることができます。サービス

プロファイルの更新の延期導入とこのオプションを組み合わせて、スケジュールされたメン

テナンスウィンドウ時にサーバのリブートが行われるようにすることができます。

•インフラストラクチャおよびサーバのエンドポイントの直接アップグレード：このオプショ
ンでは、ファブリックインターコネクト、I/Oモジュール、アダプタ、ボードコントローラ
など、多数のインフラストラクチャとサーバのエンドポイントを直接アップグレードできま

す。ただし、直接アップグレードは、ストレージコントローラ、HBAファームウェア、HBA
オプション ROM、ローカルディスクなど、すべてのエンドポイントで利用できるわけでは
ありません。それらのエンドポイントは、サーバに関連付けられているサービスプロファイ

ルに含まれているホストファームウェアパッケージによって、アップグレードする必要が

あります。

•シャーシプロファイルのシャーシファームウェアパッケージを介したシャーシのアップグ
レード：このオプションにより、1つの手順ですべての S3260シャーシエンドポイントを
アップグレードできます。

シャーシプロファイルとシャーシファームウェアパッケージは、S3260シャー
シのみに適用されます。

（注）

Cisco UCS Managerを通じた Cisco UCS ドメイン内のS3X60 サーバノードのアップグレード

Cisco UCSManagerを通じて S3260シャーシとサーバを含むCisco UCSドメインを次のようにアッ
プグレードできます。

•自動インストールによるインフラストラクチャコンポーネントのアップグレード：自動イ
ンストールを使用することで 1つの手順で Cisco UCS Managerソフトウェアおよびファブ
リックインターコネクトなどのインフラストラクチャコンポーネントをアップグレードで

きます。

•シャーシプロファイルのシャーシファームウェアパッケージを介したシャーシのアップグ
レード：このオプションにより、1つの手順ですべてのシャーシエンドポイントをアップグ
レードできます。

『Cisco UCS S3260 Server Integration with Cisco UCS Manager』には、シャーシプロファイル
とシャーシファームウェアパッケージに関する詳細情報が記載されています。

•サービスプロファイルのファームウェアパッケージを使用してサーバをアップグレード：
このオプションを使用すると 1回のステップですべてのサーバのエンドポイントをアップグ
レードできるため、サーバのリブートによる中断時間を短くすることができます。サービス
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プロファイルの更新の延期導入とこのオプションを組み合わせて、スケジュールされたメン

テナンス時間中にサーバのリブートが行われるようにすることができます。

また、各インフラストラクチャ、シャーシとサーバエンドポイントでファームウェアを直接アッ

プグレードすることもできます。このオプションにより、ファブリックインターコネクト、SAS
エクスパンダ、CMC、シャーシアダプタ、ストレージコントローラ、ボードコントローラを含
む、多くのインフラストラクチャ、シャーシ、サーバエンドポイントを直接アップグレードでき

ます。ただし、直接アップグレードは、ストレージコントローラ、HBAファームウェア、HBA
オプション ROM、ローカルディスクなど、すべてのエンドポイントで利用できるわけではあり
ません。

『Cisco UCS S3260 Server Integration with Cisco UCSManager』には、S3X60サーバノードのファー
ムウェア管理についての詳細情報が記載されています。

Cisco UCS Centralによる Cisco UCS ドメインのアップグレード

1つ以上の Cisco UCSドメインを Cisco UCS Centralに登録している場合は、Cisco UCS Centralを
使用してそれらのドメイン内のすべてのファームウェアのコンポーネントを管理およびアップグ

レードできます。このオプションを使用すると、ファームウェアアップグレードの制御を集中化

して、データセンターのすべての Cisco UCSドメインを必要なレベルにすることができます。

Cisco UCS Centralを使用すると、グローバルなファームウェア管理向けに設定されたすべての登
録済み Cisco UCSドメインの機能カタログ、インフラストラクチャ、およびサーバのエンドポイ
ントをアップグレードできます。

サービスパックの更新のオプション

次のいずれかの方法で Cisco UCSファームウェアをサービスパックにアップグレードできます。

•インフラストラクチャの自動インストールを介してサービスパックにアップグレードする

•サーバの自動インストールを介してサービスパックにアップグレードする

•サービスプロファイルのファームウェアパッケージを介してサービスパックにアップグレー
ドする

•シャーシプロファイルのシャーシファームウェアパッケージを介してサービスパックに
アップグレードする

•基本のメンテナンスリリースで Cisco UCSManagerサービスパックを直接アクティブにする

•基本のメンテナンスリリースでファブリックインターコネクトのサービスパックを直接ア
クティブにする

自動インストールによるファームウェアアップグレード

自動インストールでは、次の 2つの段階によって、Cisco UCSドメインを 1つのパッケージに含
まれるファームウェアバージョンに自動的にアップグレードすることができます。
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•インストールインフラストラクチャファームウェア：CiscoUCSインフラストラクチャソフ
トウェアバンドルを使用して、ファブリックインターコネクト、I/Oモジュール、CiscoUCS
Managerなどのインフラストラクチャコンポーネントをアップグレードすることができま
す。図 4：インフラストラクチャファームウェアの自動インストールのプロセスフロー, （
20ページ）に、インフラストラクチャファームウェアを自動的にインストールするための
推奨プロセスフローを示します。

図 4：インフラストラクチャファームウェアの自動インストールのプロセスフロー

•インストールサーバファームウェア：必要に応じて、Cisco UCS Bシリーズブレードサー
バソフトウェアバンドルを使用して Cisco UCSドメインのすべてのブレードサーバをアッ
プグレードしたり、また Cisco UCS Cシリーズラックマウント UCS管理対象サーバソフト
ウェアバンドルを使用してすべてのラックサーバをアップグレードすることができます。
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この 2つの段階は独立したものであり、異なる時刻に実行することや、実行されるようにスケ
ジュールすることができます。

自動インストールを使用して、インフラストラクチャコンポーネントを Cisco UCSのあるバー
ジョンにアップグレードし、サーバコンポーネントを異なるバージョンにアップグレードするこ

とができます。

シスコは、自動インストールを使用してCisco UCSドメインをアップグレードすることを強く推
奨します。

サービスプロファイルのファームウェアパッケージによるファーム

ウェアアップグレード

サーバファームウェアおよび BIOSのバージョンは、複数のサーバにわたって定期的に更新する
必要があります。これを手動で行う場合は、連続的に行う必要があり、長いダウンタイムが必要

となります。

更新テンプレートであるサービスプロファイルテンプレートの属性としてホストファームウェ

アポリシーを定義することにより、ホストファームウェアパッケージを使用できます。サービ

スプロファイルテンプレートに加えたすべての変更は、そのインスタンス化されたサービスプ

ロファイルに自動的に反映されます。その後、サービスプロファイルに関連付けられているサー

バもファームウェアバージョンと同時にアップグレードされます。

サービスプロファイルによって、I/Oモジュール、ファブリックインターコネクト、またはCisco
UCS Managerのファームウェアをアップグレードすることはできません。それらのエンドポイン
トのファームウェアは直接アップグレードする必要があります。

エンドポイントでの直接のファームウェアのアップグレード

正しい手順に従って、正しい順序でアップグレードを適用すれば、エンドポイントの直接のファー

ムウェアアップグレードと新しいファームウェアバージョンのアクティブ化による、Cisco UCS
ドメインのトラフィックの中断を最小限に留めることができます。

使用するターゲットシャーシに応じて、各種コンポーネントでファームウェアを直接アップグ

レードすることができます。
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Cisco UCS S3260 シャーシUCS ラックサーバUCS 5108 シャーシインフラストラク

チャ

• CMC

•シャーシアダプタ

• SASエクスパンダ

•シャーシボードコン
トローラ

•サーバ：

◦ CIMC

◦ BIOS

◦ボードコント
ローラ

◦ストレージコン
トローラ

•アダプタ

• CIMC

• BIOS

•ストレージコン
トローラ

•ボードコント
ローラ

• I/Oモジュール

•電源装置

•サーバ：

◦アダプタ

◦ CIMC

◦ BIOS

◦ストレージ
コントロー

ラ

◦ボードコン
トローラ

•ファブリック
インターコネ

クト

• Cisco UCS
Manager

サーバエンドポイント上でのファームウェアの直接アップグレードは、検出され、関連付け

られていないサーバとシスコアダプタでのみ可能です。

（注）
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図 5：インフラストラクチャファームウェアの手動インストールのプロセスフロー, （23ペー
ジ）は推奨されるプロセスフローを示しています。

図 5：インフラストラクチャファームウェアの手動インストールのプロセスフロー

アダプタおよびボードコントローラファームウェアも、サービスプロファイル内のホストファー

ムウェアパッケージによってアップグレードできます。ホストファームウェアパッケージを使

用して、このファームウェアをアップグレードする場合、ファームウェアのアップグレードプロ

セス中に、サーバをリブートする必要がある回数を削減できます。
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サーバに関連付けられたサービスプロファイル内のファームウェアパッケージによるアダプ

タのアップグレードは、直接のファームウェアアップグレードより優先されます。サーバに

関連付けられたサービスプロファイルにファームウェアパッケージが含まれる場合、エンド

ポイントを直接アップグレードすることはできません。直接のアップグレードを実行するに

は、サービスプロファイルからファームウェアパッケージを削除する必要があります。

（注）

Cisco UCS 6200 シリーズファブリックインターコネクト
から Cisco UCS 6300 シリーズファブリックインターコネ
クトへの移行中のファームウェアアップグレード

移行中は次のガイドラインに従う必要があります。

• Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトは、Cisco UCS Managerリリース
3.1(1)以降のリリースにアップグレードする必要があります。

• Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトには、アップグレード元の Cisco
UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトと同じビルドバージョンをロードする必
要があります。

• Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトと Cisco UCS 6300シリーズファブ
リックインターコネクト間でのみ移行できます。Cisco UCS 6248 UPと Cisco UCS 6296 UP
ファブリックインターコネクト間、または Cisco UCS 6332と Cisco UCS 6332 16UPファブ
リックインターコネクト間では移行できません。

•すべてのファブリックインターコネクトには、同じバージョンのキックスタート、システ
ム、および UCSMイメージが必要です。

•ファブリックインターコネクトのアップグレードは、新しい FEXまたは仮想インターフェ
イスカードにアップグレードする前に実行する必要があります。

•クラスタ設定の場合、両方のファブリックインターコネクトに、ファブリックインターコ
ネクトと FEX間の対称接続トポロジが必要です。

•スタンドアロンインストールでは、ダウンタイムを想定する必要があります。ファブリック
インターコネクトのアップグレードでは、本質的にトラフィックの中断が発生します。

•ベストプラクティスは、このハードウェアアップグレードを実行する前に、設定およびソフ
トウェアのフルバックアップを実行することです。
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Cisco UCS 6200 シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6300 シリーズファブリックイン
ターコネクトへの移行中のファームウェアアップグレード



Cisco UCS Managerリリース 3.2 へのファームウェアアッ
プグレード

Cisco UCS Managerリリース 3.2 へのアップグレード条件

• Cisco UCSManagerリリース 3.2にアップグレードする前に、既存のインフラストラクチャお
よびサーババンドルのリリースバージョンが Cisco UCS Manager 2.2(x)以降であることを確
認してください。

Cisco UCS Managerリリース 2.2(1a)より前のインフラストラクチャバンドル
からのアップグレードはサポートされません。ただし、クラスタ内の FIを
Cisco UCSManagerリリース 2.1(2)以降のリリースで実行される FIに置き換え
てから、自動同期機能を使用することで、このFIを直接3.x(x)リリースにアッ
プグレードできます。このようなシナリオでは、2.2(x)にまずアップグレード
してから 3.x(x)リリースにアップグレードする必要はありません。

重要

• Cisco UCSManagerリリース 3.2にアップグレードする前に、以下を実行して、使用中のキー
リングが 2048ビット以上のモジュラスサイズを備えているか確認してください。

1 次のコマンドを使用して、使用中のキーリングのモジュラスサイズを確認します。

UCS-A# scope security
UCS-A /security # scope keyring keyring-name
UCS-A /security/keyring # show detail

2 デフォルトのキーリングを使用しており、モジュラスサイズが2048ビット未満である場
合は、モジュラスサイズを 2048ビット以上に再構成し、次のコマンドを使って証明書を
再生成します。

UCS-A# scope security
UCS-A /security # scope keyring default
UCS-A /security/keyring # set modulus mod2048
UCS-A /security/keyring # set regenerate yes
UCS-A /security/keyring # commit-buffer
UCS-A /security/keyring # show detail

3 デフォルトとは異なるキーリングを使用しており、モジュラスサイズが2048ビット未満
である場合は、既存のキーリングを削除して、モジュラス値が2048以上の新たなキーリ
ングを作成する必要があります。

使用中のキーリングは削除できません。使用中のキーリングを削除するに

は、まず別のキーリングを使用するようHTTPSを設定する必要があります。
（注）

Cisco UCS Managerリリース 3.1以降のリリースでは、モジュラスサイズが 2048ビット未満
であるキーリングをサポートしていません。
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Cisco UCS Managerリリース 3.2 へのアップグレードが失敗する条件

次のシナリオでは、以前のリリースから Cisco UCS Managerリリース 3.2へのアップグレードが失
敗し、Cisco UCS Managerは以前のバージョンにロールバックします。

•ファブリックインターコネクトのパーティションに十分な空き領域がない状態でのアップグ
レード

◦ /var/sysmgrの空き容量が 20 %未満

◦ /mnt/pssの空き容量が 30 %未満

◦ /bootflashの空き容量が 20 %未満

•誤設定による Cisco UCS Managerの検証エラー

アップグレード中の SNMP の自動的な無効化

以前のリリースから Cisco UCS Managerリリース 3.2にアップグレードするときに、SNMPが自動
的に無効になります（有効化されていた場合）。SNMPの状態は、両方のファブリックインター
コネクトのアップグレードの完了後に復元されます。アップグレード中、SNMPが自動的に無効
になると、すべてのSNMP操作が一時停止します。シスコでは、両方のファブリックインターコ
ネクトのアップグレードが完了してから SNMP操作を再開することを推奨します。

SNMPの状態は Cisco UCS Managerのアップグレード後に復元されますが、SNMP操作は両方
のファブリックインターコネクトのアップグレードの完了後にのみ実行できます。

重要

マイナーまたはパッチリリースへのファームウェアアッ

プグレード
CiscoUCSManagerソフトウェアのリリース番号は、メジャーリリース識別番号、マイナーリリー
ス識別番号、およびパッチリリース識別番号で構成されます。マイナーリリース識別番号とパッ

チリリース識別番号は、カッコ内に列挙されます。たとえば、ソフトウェアバージョン番号が

3.2(2a)の場合は、次の構成になります。

• 3.2はメジャーリリース識別番号

• 2はマイナーリリース識別番号

• aはパッチリリース識別番号

つまり、これらは 3.2リリーストレインのfirstのマイナーリリースの aパッチを示しています。

メジャーリリース内でのメンテナンスリリースとパッチへのファームウェアアップグレードは、

メジャーリリースと同じ方法で行います。
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各メンテナンスリリースとパッチの内容の詳細については、最新版のリースノートを参照してく

ださい。

ファームウェアのダウングレード
CiscoUCSドメインのファームウェアは、アップグレードと同じ方法でダウングレードできます。
ファームウェアのアップデート時に選択したパッケージまたはバージョンによって、アップグレー

ドを実行するか、ダウングレードを実行するかが決まります。

CiscoUCSManagerGUIでは、リリースでサポートされていないオプションを選択できません。
ダウングレードするリリースでサポートされていないハードウェアが Cisco UCSドメインに
含まれている場合は、Cisco UCS Manager GUIにそのハードウェアのオプションとしてその
ファームウェアが表示されないか、ダウングレードできません。

（注）

UCS M5 サーバがある Cisco UCS ドメイン

UCS M5サーバがある Cisco UCSドメインでは、Cisco UCS Managerリリース 3.2(1)からそれより
も前のリリースにダウングレードする場合は UCS M5サーバの使用を中止する必要があります。
これは、UCS M5サーバが、Cisco UCS Managerリリース 3.2(1)以降でのみサポートされているた
めです。

UCSM5サーバの使用を停止せずに Cisco UCSManagerリリース 3.2(1)からそれよりも前のリリー
スにダウングレードすると、アップグレードの検証に失敗し、Cisco UCS Managerからダウング
レード操作を続行する前にサーバを停止するよう求められます。

ブレードサーバのボードコントローラファームウェア

重要 •ボードコントローラファームウェアをダウングレードする必要はありません。

Cisco UCS Bシリーズブレードサーバのボードコントローラファームウェアは、ダウン
グレードするように設計されていません。システム全体のファームウェアダウングレー

ド操作を実行する際、「Error:Update failed: Server does not support board controller downgrade」
というエラーメッセージが表示された場合は、このエラーメッセージを無視して、シス

テムファームウェアのダウングレードを続行しても問題ありません。Cisco UCS Manager
は、ボードコントローラファームウェアを自動的にスキップして、他のファームウェア

コンポーネントのダウングレードを続行します。

•ブレードサーバのボードコントローラファームウェアバージョンが、インストール済
みソフトウェアバンドルと同じか、または新しいバージョンである必要があります。ボー

ドコントローラファームウェアのバージョンが、既存の Cisco UCS環境で実行されてい
るバージョンよりも新しい場合でも、ソフトウェアマトリックスまたは TACのサポート
範囲には違反しません。
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サポートされていない機能はダウングレードの前に設定解除が必要

Cisco UCSドメインを以前のリリースにダウングレードする場合は、まず、以前のリリースでは
サポートされていない機能を現在のバージョンからすべて設定解除して、機能しない設定をすべ

て修正する必要があります。サポートされていない機能の設定を解除せずに Bまたは Cのサーバ
バンドルをダウングレードすると、その機能はダウングレードされたリリースで動作しない場合

があります。たとえば、[On Next Reboot]メンテナンスポリシーは、3.1の Bバンドルと Cバンド
ルでサポートされます。任意のサーババンドルをダウングレードすると、このメンテナンスポリ

シーオプションは対応するサーバでは動作しません。

以前のリリースでサポートされていないすべての機能を設定解除せずにインフラストラクチャバ

ンドルをダウングレードしようとすると、ダウングレードに失敗する場合があります。

SNMP をダウングレードの前に無効化

Cisco UCS Managerリリース 3.2からそれよりも前のリリースにダウングレードする前に、SNMP
を無効にする必要があります。ダウングレードプロセスは、SNMPが無効にされるまで開始され
ません。

ファームウェアのダウングレードの推奨手順

ファームウェアを以前のリリースにダウングレードする必要がある場合は、次の順序で実行する

ことを推奨します。

1 ダウングレード先のリリースから設定のバックアップを取得します。これは、現在のリリース

にアップグレードしたときに作成したバックアップです。

2 ダウングレード先のリリースでサポートされていない機能を設定解除します。

3 Full Stateバックアップファイルと All Configurationバックアップファイルを作成します。

4 Cisco UCS Managerをダウングレードします。

5 erase-configを実行します。

6 ダウングレード先のリリースから設定のバックアップをインポートします。

ステップ 5および 6は任意です。これらのステップは、既存の設定が使用不能になった場合に
のみ実行します。この場合、ステップ 1またはステップ 3からコンフィギュレーションバッ
クアップをインポートします。

（注）

Cisco UCS Central のファームウェア管理
Cisco UCS Centralを使用すると、登録されているすべての Cisco UCSドメインのすべてのファー
ムウェアコンポーネントを管理することができます。
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CiscoUCSCentralからCiscoUCSドメインのファームウェアを管理するには、CiscoUCSManager
でグローバルファームウェア管理オプションをイネーブルにする必要があります。グローバ

ルファームウェア管理オプションは、Cisco UCSManagerを Cisco UCS Centralに登録するとき
にイネーブルにできます。また、管理要件に基づいてグローバル管理オプションのオン/オフ
を切り替えることもできます。

（注）

Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインの登録を解除しないでください。重要

CiscoUCSドメインは、CiscoUCSCentralのドメイングループに管理目的で分類されます。ファー
ムウェアは、ドメイングループレベルで各ドメイングループごとに別個に管理することも、ド

メイングループのルートからドメイングループ全体に対して管理することもできます。CiscoUCS
Centralには、次のCiscoUCSドメインのファームウェアパッケージを管理するオプションがあり
ます。

•機能カタログ：ドメイングループごとに機能カタログを 1つ使用します。特定のドメイン
グループに登録されたすべてのCisco UCSドメインによって、ドメイングループで定義され
た機能カタログが使用されます。

•インフラストラクチャファームウェア：ドメイングループごとにインフラストラクチャ
ファームウェアポリシーを 1つ使用します。特定のドメイングループに登録されたすべて
のCisco UCSドメインによって、ドメイングループで定義された同じインフラストラクチャ
ファームウェアバージョンが使用されます。

•ホストファームウェア：ドメイングループ内のさまざまなホストファームウェアコンポー
ネントに対して、複数のホストファームウェアポリシーを設定できます。ドメイングルー

プに登録されている Cisco UCSドメインでは、グループに定義されているホストファーム
ウェアポリシーを選択できます。CiscoUCSCentralには、ドメイングループのすべてのCisco
UCSドメインにホストファームウェアを同時にグローバルにアップグレードするオプショ
ンがあります。

Cisco UCS Centralのファームウェア管理の詳細については、『Cisco UCS Central Administration
Guide』および『Cisco UCS Central CLI Reference Manual』の「Firmware Management」の章を参
照してください。

（注）
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